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ルピア高円安

ルピア安円高

週初、政府の補助金付き燃料価格の値上げ決定を受けてインフレへの
懸念が高まりましたが、債券市場への影響は限定的でした。6日に行われ
たイスラム国債の入札では長期債への強い需要が見られましたが、米国
債利回りの上昇を受けてインドネシア国債の利回りも上昇（価格は下
落）しました。7日も米国債利回りの上昇を受けて、インドネシア国債の
利回りは上昇しました。8、9日は世界的にインフレ懸念が和らいだことでリ
スク選好姿勢が強まり、外国人投資家からの資金流入が見られたことから
利回りは低下しました。10年国債利回りは前週末比上昇しました。

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2022年9月9日）

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1月4日～2022年9月9日）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1月1日～2022年9月9日） 前週末の燃料価格の値上げ実施にもかかわらず、週初のルピアは小動き

となりました。その後、米国債利回りの上昇を受けて世界的に米ドルが全
面高となり、ルピアも下落しました。6日に発表された8月の外貨準備高は
1,322億米ドルと前月からやや増加しました。週の半ばには米国債利回
りの上昇を受けて世界的に米ドル高が進行しルピアは下落しましたが、そ
の後は原油価格の急落を受けてインフレ圧力への懸念が和らぎ、米国債
利回りの上昇も一服したことからルピアは買い戻し傾向となりました。ルピア
は前週末比で対米ドル、対円ともに上昇しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］

［債券市場］
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（対象期間：2022/9/5～2022/9/9）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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前週末にインドネシア政府により補助金付き燃料価格の値上げが発表・
実施されましたが、週明けの株式市場は上昇しました。6日は石炭価格
の上昇を背景に石炭株が堅調となったほか、天然ガス株も大幅高となり
ました。7日は米国債利回りの上昇を受けて米ドル高ルピア安が進行し、
株式市場は上値の重い展開となりました。8日は原油価格の急落を受
けてインフレ懸念が和らぎ、世界的な株高の流れを受けて上昇しました。
9日も外国人投資家からの資金流入が継続し、インドネシア株式市場
は前週末比上昇しました。

2022/9/2 2022/9/9 変化率
7,177.18 7,242.66 +0.91%

2022/9/2 2022/9/9 変化幅
7.144 7.167 +0.023

2022/9/2 2022/9/9 変化率
0.9421 0.9554 +1.41%
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